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図１� 道南海域のホッケ漁獲量の推移�

表１� ����年漁業種類別ホッケ漁獲量�

（漁獲量：ﾄﾝ)
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注）春季索餌期；１～６月、秋季産卵期；７～12月。なお、2011年漁獲量は暫定値。
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（１）目� 的

道南海域のホッケは道南太平洋～津軽海峡～道南日

本海に分布し，刺網，定置網，まき網などで漁獲され

る重要な漁業資源である。しかし，漁獲量は ����年以

降急減して，資源水準の低い状態が続いており，資源

の持続的利用を目指し，資源評価結果などの科学的知

見に基づく，関係漁業の実態に見合った資源管理のた

めの管理方策の設定が求められている。一方，当海域

の資源評価は漁獲量の推移からのみで行われており，

より正確な資源評価を行うために科学的な知見に基づ

く資源評価が必要である。平成 ��～��年度に実施した

ホッケ専門部会による取組みをベースに，道央日本海

～オホーツク海海域と連携して，資源状況や再生産水

準に見合った適正な漁獲圧の提示等を目的に，年齢や

成熟生態に関する５課題を設定し，平成 ��～��年度の

５年間で取組むこととなった。そのうち函館水試では，

資源評価精度向上のために，漁業実態調査，漁獲物年

齢組成調査（檜山～渡島）に取り組むこととなった。�

�

（２）経過の概要

ア�漁獲量�

漁獲統計データの出典は ���	～����年は漁業生産高

報告，���� 年は水試集計速報値である。漁期年は �～

�� 月として，道南日本海と道南太平洋の � 海域に分け

て集計した。集計範囲は，檜山管内および渡島管内の

松前町～函館市石崎を道南日本海，渡島管内の函館市

小安～長万部町を道南太平洋とし，日本海側に面して

いる八雲町熊石地区（旧熊石町）は道南日本海として

集計した。�

イ�体長組成，年齢組成�

松前漁協刺し網およびかご，ひやま漁協奥尻支所底

建て網，えさん漁協まき網および刺し網，砂原漁協底

建て網の漁獲物標本を銘柄別に採取し，測定を行った。

年齢査定は耳石薄片標本を用いて行った。各漁協のそ

れぞれの漁業別銘柄別漁獲量を用いて体長組成，年齢

組成を推定した。それらの組成を海域全体の漁獲量に

引き伸ばして年齢別漁獲尾数を求めた。�

ウ�再生産関係および ����

��～�� 月に産卵場周辺海域（久遠貝取澗，奥尻，上

ノ国，松前）で底建網により漁獲された漁獲量を産卵

親魚量とし，年齢別漁獲尾数の � 歳の尾数を加入量と

������ �	
�� 
���������

����
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図２奥尻の底建網における漁獲物の体長組成�����～����年）�

して扱い，ｙ年級の � 歳での再生産成功率（���）は，

ｙ�� 年に � 歳で漁獲された尾数（加入量の指標）をｙ

－� 年の ��～�� 月に産卵場周辺海域で底建網により漁

獲された漁獲量（親魚量の指標）で除することにより

求めた。	

	

（３）得られた結果

ア�漁獲量	

道南海域におけるホッケの漁獲量は，�
�� 年代後半

には � 万トン台まで増加したが，�

�～���� 年は �
�

万トン前後で推移した（図 �）。����年以降は漁獲量が

急減し，�万トンを下回っている。	

海域別にみると，道南日本海では �
��～�
�
 年は

�
�万トン前後の高い漁獲水準で推移していたが，�

�

表２� 海域別漁法別漁獲量の推移�
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年齢別漁獲尾数（表 �，図 	）をみると，�歳魚は ����

年には ��百万尾漁獲されたが，����年には �
�百万尾，

���� 年には �
� 百万尾と大きく減少している。� 歳魚

は ����年に �百万尾だったのが，����年に ��百万尾

に増加し，���� 年には � 百万尾に減少した。以上のよ

うに，���� 年は日本海（図 �），太平洋（図 �）とも �

歳魚（���� 年級）が主体となっており，新規加入した

���� 年級の豊度が近年の中では比較的良好だったこと

が漁獲量増加につながったと考えられる。また，����

年は各海域で �歳となった ����年級を漁獲することに

より漁獲量が維持されたと考えられる。���� 年は漁獲

量が減少し，� 歳魚の占める割合が少なかった。����

年はさらに漁獲量が減少し，�歳及び �歳魚の占める割

合が少なかった。このことから ���� 年級及び ���� 年

級の豊度が低くかったと推定される。�

ウ�再生産関係および ����

産卵期と考えられる ��～��月の産卵場に近いと考え

られる久遠貝取澗，奥尻，上ノ国，松前地区の底建網

による漁獲量の推移を図 
 に示した。これらの地区で

の漁獲量は産卵親魚量を反映していると考えられる。

これらの推移をみると，各地区とも ����年までは数年

周期の変動があるものの比較的高いレベルにあったが，

���� 年以降はそれ以前のレベルに比べ低下したと考え

られる。さらに ���� 年および ���� 年の奥尻の漁獲量

は大幅に減少し，産卵親魚量が少なかったと推定され

る。これらの親魚量に対し，年齢別漁獲尾数の１歳漁

獲尾数を加入量として再生産関係を示した（図 �）。親

魚量に対する加入量には有意な関係はみられなかった。

また再生産成功率（���）は，����年級は高いが，����

年級および ����年級は非常に低い（図 �）。�

以上のように，近年産卵親魚量が低下している中で，

����年級は高い ���により豊度が高かったが，����年

級および ����年級は ���が低かったために豊度が低か

ったと考えられる。�

このように近年は産卵親魚量が減少し，加入量も減

少して資源が減少し，資源状態が厳しい状況にあると

考えられる。�

表４� 年齢別漁獲尾数�
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図５� 年齢別漁獲尾数�

図６� 親魚量の推移�

図７� 再生産関係�
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